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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,51 45,61 +0,10 46,19 -0,58

USD / BRL Spot BRL 2,2442 2,2294 -0,0148 2,2358 -0,0064

USD / JPY Spot JPY 102,14 101,68 -0,46 103,29 -1,61

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.446 53.780 +334 51.082 +2.698

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 146,3 146,0 -0,3 165,7 -19,7

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,31 12,14 -0,17 12,55 -0,41

DI Future Jul15（金利先物） % 11,52 11,49 -0,03 11,59 -0,10

3 Months US Dollar Libor % 0,223 0,225 +0,002 0,230 -0,005

CRB Index（国際商品指数） Index 307,2 307,3 +0,1 304,8 +2,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 5月5日

昨日のドルレアルスポット相場は、全般的なドル売り圧力からレアル買い優勢となる展開でした。
朝方は欧州の経済指標が改善を見せたことからリスク回避の動きが緩んだため、前日比レアル高の２．２３
台後半から始まりました。その後も国内株式市場が堅調だったことやドルが全般的に弱含んだこと等から
レアル買い優勢な展開は続き、２．２２台前半へレアル高が進みました。引けにかけては若干調整が入り、
結局２．２３近辺で引けています。

昨日トンビニ中銀総裁とマンテガ財務相は揃ってコメントしています。トンビニ総裁は従来からの主張を繰り
返し利上げの効果は今後現れるのでインフレがターゲット上限を超える理由は見当たらないとしています。
マンテガ財務相も中銀は金融政策に関して独立性を持っている旨強調し、政府の圧力によって選挙前に
利上げが停止されるとの観測をけん制していますが、金利先物市場は選挙まで利上げが一時停止された後
再び利上げが再開されることを織り込んでいます。また、マンテガ財務相は中銀のインフレターゲット中心値
を将来的には３－３．５％程度に引き下げることが可能であるとしていますがその根拠は示されていません。
ルセフ政権発足以来一度も４．５％のインフレターゲット中心値を達成した実績がないなかでやや唐突な
印象を受けます。市場としては、政府が先ず４．５％を安定的に達成する道筋を示すことを期待していると
思われます。
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